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試験計画書－LC-MS/MS による農薬の一斉試験法（例） 

2013 年 X 月 X 日 記載：XXXX 

 

1. 目的：  

新規に作成した LC-MS/MS による農薬の一斉試験法の妥当性をガイドラインに基づいて評価を行い、当該分

析機関の分析法とする。 

2. 評価試験法：LC-MS/MS による農薬の一斉試験法 

3. 評価対象化合物： Pesticide screening using iDQuant™ Standards Kit  204 化合物（別添 1 参照） 

4. 評価対象農産物： キャベツ 

5. 評価期間：2013 年 3 月 1 日～31 日 

6. 評価対象施設：XXXXXX 分析機関 XXX 部 

7. 評価対象者：本計画書に記載の分析法により既定の分析結果を取得する技術を有する者 

 

8. 評価方法：食品中に残留する農薬等に関する試験法の妥当性評価ガイドラインに基づく 

① 選択性の確認 

農薬を含まないブランク試料において、妨害ピークのないことを確認する 

妨害ピークを認め、定量限界≦基準値の 1/3 の場合、妨害ピークの許容範囲が、＜基準値ピーク面積の

1/10 であることを確認する 

妨害ピークを認め、定量限界＞基準値の 1/3 の場合、妨害ピークの許容範囲が、＜定量限界ピーク面積

の 1/3 であることを確認する 

② 真度（回収率）の確認 

同一濃度の添加試料 5 個以上を定量し、平均値の添加濃度に対する比を求める。 

③ 精度の確認 

添加試料の分析を5回以上繰り返し、定量値の標準偏差及び相対標準偏差を求め、併行精度及び室内精度

を評価する。当該分析機関では、分析担当者1名が1日2回、5日間分析することとする。 

 

  




